
 

大星ビル管理株式会社 既存の人材育成ツール（職種共通部分）の見直し

会社概要 

大星ビル管理株式会社は、日本生命の

ビル管理会社として1969年に発足以来、
「設備管理」「設備保守点検」「施設警備」

「清掃」を基軸にビル管理の様々な業務

展開を行っています。 
 提供するサービス品質の根幹をなす

社員スキルの向上に積極的に取組んで

おり、社内技術検定の実施や、人材育成

を主目的とした「職務目標カード」と呼ば

れるスキルチェックシートを活用した人材

育成に取り組んでいます。 

 
問題意識 

既に当社で導入しているスキルチェッ

クシートである「職務目標カード」には、職

種共通のチェック項目とともに職種別のチ

ェック項目が記載してあります。特に職種

別の項目については詳細な作りこみが実

施されており、その内容も多岐にわたって

いるため、新規入職者の育成だけでなく、

ベテラン社員にとっても、さらなるスキル

アップに資する内容となっています。 
 他方で、職種共通のチェック項目に

ついては、職種別の項目と比較して容易

な内容もあり、入社してから一定の年数が

経った社員にとってはチャレンジングな項

目とはなっていませんでした。そのため、

ベテラン社員のスキル向上を支援するツ

ールとしても活用できるものとするため、

職種共通のチェック項目の見直しを検討

することにしました。 
 
具体的な取り組み 活用ツール 

職種共通のチェック項目見直しにあたっ

ては、職業能力評価シートのうち、職種共

通項目である「共通能力ユニット」を参考

にしながら検討を進めることにしました。 
まず、職業能力評価シートの「共通能力ユ

ニット」の中から現在の「職務目標カード」

の職種共通部分と関連性のある新チェッ

ク項目候補を抽出しました。 
 その後、これらの項目候補を現場の技

術スタッフや本社スタッフにトライアル評

価をしてもらい、アンケート（別添 1 参照）

やインタビューを通じて、人材育成ツール

としての使い勝手に関する検証を行いま

した。 
 
取り組み結果 

アンケートやインタビューでは、新チェッ

ク項目の分量は適正だという意見がある

一方で、各項目の内容修正に関する意見

が多く見られました。特に、新項目候補の

文章量が多いことから「評価の視点が人

によってバラついてしまう」というものが多

くありました。特に指摘の多かったチェック

項目については、項目を分割し分かりや

すくするなどの対応を検討しています。 
 また、一部からは「もっと現場に即した項

目にしてもらいたい」という意見もあったこ

とから、今回のトライアル評価の対象外で

あった現場や部署への試行導入も視野に

いれ、様々な現場や部署に活用できる、

職種共通のチェック項目の作成に取り組

んでいます。 
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（別添 1 ）新チェック項目候補に関するアンケートの内容 
 

 

 


